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　はじめに

　教育実践における野ケア」、すなわち教育的ケ

アとは｛響か。われわれはこの闘いを発する前提と

して、そもそも教育にはいかなるケアの営みがあ

るのカ㌔このことに注目しなければならない。

　発達の「もつれ墜や問題行動、子どもたちの人

聞麗孫のトラブルに遮ろうとする教育実践にとっ

て、今、藩場霧と安心感のない生活、無力感やむ

かつき、いらだちを癒していく　（豊e譲錘g〉饑き

かけ（共感と対誌）が中心的なテーマになってい

る．しかも、みずからも轍み傷っきっっ、ともに

憾みながら寄りそおうとする教麟や父母へのケア

を含めた教育実践の瞬題乾も重要となっている。

どう話しかけていいのか、どこから学級や授業を

変えてい1ナば鮎・いのかわからずに、いたたまれな

い患いで9々を過ごす教麟。どうして学校にいか

ないのかと子育てに不安と焦りを募らせる父母に

とって、このケア、つま鯵癒し癒される人間や自

然との関係づくりをいかに築ずいて1ナばいいのか。

　こういつたニーズ1こ癒えていく教欝実践につい

て、佐藤学はヂく癒し＞としての教育雄として、

次のように蟻摘している。

　「ζ癒し遜としての教育は、人の抱え込んでい

る危うい麓さを灘発とする教育である。（中略）

そこにζ癒し癒される麗係遜が生まれると言って

よいだろう。育ち合い学びあう麗わむを実現して

いる教懸の実践には、かならずと書ってよいほど、

人の麓さに応答するゼケア曇とその麓さからくる

癖や傷の治癒を祈る蓼癒し雲のいとなみが埋め込

まれているあ跨教育と癒しの連続性に目を海け

ること2｝1ま、｛羅も近葺三のいじめ・不登校靉靆の社

会現象下にはじまるものではない。しかし、生き

ることと学び育つことの縫会的鑑礫が途絶えつつ

ある縫会で、この「埋め込まれた」状況はもはや

5葬8常ほになっている。ある学生は、学校時代

を撮む遜ってこう述べている。

　「私は高校までをふりかえって匿癒し誰という

ものを感じたことがない。ゼがんばれ、がんばれ遜

という言葉にしたがうしがなかった自分にとって、

イメージできない言葉である。教麟や友だちとの

関係の中で自分の感性が鈍っていたとは患わない

が、癒し癒されるというものが学校や教育の活…騎

であるという感覚はどうしてももてない3。その

勉、癒しは自然に生まれるものであって教育の対

象ではないという声も多い。菖）はたして奉当にそ

うなのだろうか。

　学校教育活動では、局面的だが、障害を持った

子どもたちとの交流教官活動、高齢者の福麺や医

療施設への訪問活動を通じて、人としての生き方

や学びに子どもたちが気づいていく様子がある。

たとえこれらが子どもたちにとって、たとえ教錘

主導の奉仕活動の域に壷まっていたとしても、将

来の進露選択や鮭会活動への矯渡しになっている

場合も少なくない。高校生が養護施設にボランティ

アで訪れたおりに、そこでの濁崖代の子どもの榛

子に心を打たれ駒を熱くし、そのあと何か自分§

身の中にあったもやもやした気持ちが晴れる経験

をしたケースも多い（筆者はこれをケア・ボラン

ティアと呼ぶ㌔だがこうした場合、癒し癒され

る裡会麗無の再生が人と入との閣に予定調秘的に

見込まれていることも少なくない。マク欝で構造

的な精神支翫と暴力の懸人闘紛争鴬ミクロ趣タティ

ツクスの発動を隠蔽する社会装罎に分け入む、そ

こにある社会病理と陶き合う中での癒し一癒され

る関係の構築はもはや綴磯的な入閣関係の藤産に

とどまるものではない。学校による子どもの心と

身体の「纏野地イ雛、ギ地域の学校｛と」豹による子

ども一家族をユニットとした包騒はいっそう進行
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している。この点に麗して1ま、締年駁鋒、家庭崩

壊の子どもたちと学綴づくりや、家庭裁犠霧の調

査官の取り組み、福羅事務湧の就学保薄の取む緩

み、など地域生活捲導の分野では、数多くの実践

と教麟1がある。

　そこからわかることは、もはや縫来の教育活動

における教麟の捲導牲にあるケア的｛雑嚢が補跳的

に位置するので濾なく、第3の教育実践体系とし

て教育麟渡、教育課程、教育方法、教育内容に

「礫盛として存在する必要性が求められる。

　一般にケア（CA駐鑑〉とは、看護学での韓人援

融の技法（資質〉を基礎にして生まれた言葉であ

る5㌔医学・医療1び治療キュア（C暮翼翼）である

のに嬉して、ケアは入隅が健康であるためのさま

ざまなレベルにおける獲麟であ甑直接的に欝き

かける交書象の自雛力の騒復をめざすものである。

　選集、このケアは、野捲導と援跡の護1係」での

援勤のアナ臼ジーから解殺することもさることな

がら、教育実践の内容・目的・方法あるも・はその

馨常の教育的営みの申で講じられることが増えて

きた。その申には機念や需語として櫨象的な醗法

や葺障穆の良さによる感覚的な表現のものもある。

しかし、この実践的な耀語法のあむ方は、総じて

教蓉改革、掌紋改革、授業改革、子ども鍵解の転

換の撹角を有している。

　また、ケアは、その婦象者とケアワーカーとし

ての奉人への癒しという羅時牲をもつ。携えば、

臨題を抱える子どもに寄り添う家族へのケア、

野ねたきり」老人の介護にあたる家族へのケアの

縁懸で捲摘されるように、精神的あるいは技術的

経済的援雛を介した家族へのケアなどである。ケ

アを必要とする当事者の存在をまるごと受け入れ

る者（教締・大人）へのフィードバックにも道がひ

らかれている。これを麗童逡待問題に引き寄せて考

えると、心や身体に傷を負った観入とその外傷を生

み産す袿姿的病理の双方陶に発せられた、行為をめ

ぐるものである。

　ケアがB常表現として紅ケアする諜という蕎為

場面で｛壷われる場合には、保護や養護、糧話、援

跡、支援、補劾、介懸、養欝、看護、福羅という

ように、婦象の受動的ニーズによって硬い分けら
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れる。これは、ケアがそれを必要とする難象の実

態や礫塊条件によって区購されてきたからである。

しかし、この行為露身、次のような点から整理す

ることができるg

　①法舗的な麟獲：解毅を新たに灘翼、1壼すもの

　③指導や捲承とは異なる領域での営み

　③人聞籠孫での社会的燧人的交流やコミュニケ

　　ーションの性縮を示す新たなもの

　㊧ある纒磯二一ズヘの体系的な手法（婦人援跡

　　技術・技法〉の転換を迫るもの

　ケアをめぐっては、弩常覆藷としても懸人の主

観的客観的認識にしても多様さがある。こうした

われわれ硲行為・行動や認識の諸レベルで擬えら

れるケアの葎在が、ケアを必要とするその麟象の

多様さによって生みだされているのは事実である。

あきらかに心や身体の癒しとのつながむだけでケ

アを認りきれない。つまり、ケアは援跡とは異な

む、もともと講者が共属していく穏互鐸購の遍程

であるところにその本質がある。

　したがって、本瞬究の主濤は、懸雛化した人聞

獲奎解の渦から解き放たれた共同の穫界、子ども集

毯や大人集縷の主体的自治的な営みのなかで成立

するケアの麟造毒こある。

　いくつかの板謹

　そこでまず、本砺究に着手するにあたむ、ケア

の特性を飯議的に以下のようにおさえておきたも、。

　①ケアは権威樵を有しない。

　③ケアはチームワークを；薄するα

　③ケアには中間綴織が必要となる。

　⑧ケアは癒し・懸復のための方法講的緯書を顕

　　在化させる。

　すでにケアは心や身体の1ナハビ1タテーションと

ピーリング（癒し）が示す構禅保健や医療、保健・

看護、小躍臨鎌など、教奢とは異なる領域での饑

きかけであると述べた。

　これを教育的ケアヘと購造化するにはいくつか

の課題がある。そのiつめは、ケアをめぐる諸領

域・分野での人懸理解に絶する文腺の洗いだしで

ある。すでに、今嚢の子ども（家簾）が抱える諸幾

題へのたとえ心情的であったとしてもその解明へ
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の糸雛を類もうとする潮流がある。　2つめは、病

饗境象への教欝学的アプP一チにおいて「はみだ

してきたもの」「つながりが不鮮聡であったもの」、

「自覚的ではなかったものもの」として浮かび上

がってくるものとケアとのつながりの解鱗である。

　騨えぱ、主題をキーワード化すると以下のよう

になる。

　A「はみだしていたもの韮

　　学校から見た家族内紛争、

　　家縫内暴力に象徴される家族へのケア

　　麗童紹談駈や教護院等の施設との連携

　　越遇・捲遷と捲導

　　要保護からすべてのものへ、など

　欝野つながりが不鮮鱗であったもの3

　　纒入指導と集懸指導

　　ケアとカウンセリング

　　錘霧彗整蒙導と鰯人叢妻導

　　子どもの人格的自立とケア、など

　C「自覚的ではなかったもの涯

　　学びと癒し

　　学校1こおける｛呆護と藏羅：

　　学校給食をめぐる食生活と文乾、など

　本醗究は、教育におけるケアの購議や緩念の是

葬についての縷討ではない。ケアを教育において

闘う文賑や子ども・家族の生活をトータルな意味

において瞬らかにすることであ鯵、教菅実践の現

代的なあり方の発見への問題提起をすることにあ

る。そしてその過程で教育的ケアの実態を明らか

にしていくことにある。

　そこで、後に本論として展麗する燦に、いわば

到達点に向けて以下の7点の検討ステージをおき、

またそれらをつなぐ結締点に存在するケアの実態

を鱗らかにしたい。そのステージとは、子どもの

権秘条約での保護と福羅・ケア、いじめ翼題をめ

ぐる指導と援勧、薄書髭教費と通常教育、児童福

羅と学校教育、教麟教蕎の力量形成、教奢実践と

教育臨

床、コミュニティ・ケアの観点である。これらを

縦漸していく瞬発の方法によって論をすすめ、教

畜的ケアの予簿的考察をおこなうe

　i）「子どもの最善の利益」一教脅的ケアの藪在

　「子どもの権利条約涯におけるケア機念につい

て箆てみる6㌔

　欝総年錘月鎗嚢、「子どもの権利条約」が蟹

連第鱗雲総会で採毅、鯵9§隼§月2舞発効した。

「子どもの権利宣誉」が闘じく鑛連で採択されて

3暮年がたっ。露内では鰺鱗奪3月29響に国会

が撰1准を承認し、5月22馨に勤力をもっことに

なむ、この「子どもの権稽条約」が蟹内において

法麟から見てその「観範牲」を毒したことは瞬ら

かである。しかし、霧本蟹内、とりわけ学校教欝

がこの「撹範牲」に寄り添った営みを十分栗たし

えているかが間われる。

　まず、第3条の「発童の最善の稀益」の第2項

を見ることにする。

　＜本文＞

　　2．StatesP躍t墨es猫暴erもa衰琶to磯綴ret醜

C鑪盤S慧C麺rotecもio鉱盗感C鎌農sis獣eSS＆ry

ぞor養童sor艶r脱至籍e垂ε，t誌i盗郎鮭oacco騰も

旗erゆts蹴透磁量馨sO峯養量so捲εr降臨s・
iむ暮＆至琶殺登r（鰻＆盤s，　or　Oも｝ier圭擁〔盤写i｛墨簸3至s重eぎa韮y　r｛｝一

s夢幡瀬eぞ。盤織留瞭，a砿t・膨ise戯
s懸茎搬嚢e＆盤＆麹rG藤＆もe重e琶is茎3t魏餓6認一

騰i嚢istr＆もive膿e＆s簸res．

　＜政府訳〉

　「締約羅1ま、箆童の父母、法定保護者又は晃童

について法的に責任を有する者の権秘及び義務を

考憲に入れて、晃童の纏縫1こ必要な保護及び養護

を確保することを約束し、このため、すべての適

当な二姦法上及び行政上の捲置をとる。雌

　く国際法醗究会訳＞

　郵締約国は、窺、法定保護者または子どもに法

麟に責任を負う纏の者の権稀および義務を考癒し

つつ、子どもに難してその福羅に必要な保護およ

びケアを確保することを約束し、この馨的のため

1こ、あらゆる適当な立法上および鴛政圭の鑑置を

とる謎

　この講者の訳出にはε麗童」か「子どもヨかと

いう鰐象認識の違いによる大きな観たりがある。

しかし、この「最善の利益」が子どもの幸編

（W8｝盗難）や福羅（We聾もe搬g）であるとして、

最も重要な利益として考縷されるのではなく、考
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慮される必要のある無益の中で主なもののiつで

あるという蓬解がある。政癒訳での養護は国内法

である児童橿縫法での「養護」に充当する悪辣で

あり、社会擾縫（要保護）を講提とした保護・養

護観である。この養護かケアかは、経界人権宣言

での溝様の趣旨をよ諺具体化した条約であること

を購記した前文では子どもの特撰な保護及び援勘

についての権麟を宣隣している点、晃童の権利宣

言での身体的精神的未熟さへの法的保護を含めた

保護や糧話（蔑癒という意練も含めて）とする点

など、鋳後の文駈から見て遜内法との婦癒が児童

福櫨法や髭童扶養手当法、生活保護法、愚子保護

法、教蕎基本法縫会彊継事業法など異なった子ど

も観に規定され、講じC鍵8が悪辣を違えている。

保護、世語（醗瘡気養護、養畜、監護がそれに

あたる。

　こうした場合、その絶にもユネスコ讃からさま

ざまな市民縷鉢にいたるまでの訳出においてもっ

とも多いケアには最善の耕益を翼捧的に規定する

縫の条項との麗わりからすべてをケアとすること

は、飼えば教育橿掻に獲1わる教育行政蓬解と司法

行政理解との翻蕩を乗蓼越えていこうとする悪騒

があるのではないだろうか。こうした娠議におい

てもケアとしての訳鐵には、子どもの権秘礫塊の

実態をトータルな笹野で誘識し最も有益な麟癒の

選擬権を子どもやその保護にあたる者に託してい

ると見ることが妥当であろう。

　行政の縦割むが子どもの生活纏縫や人権國復に

大きなダメージを影響を与えていることは、意識

ある援跡専門職にとって自醗である？㌔そのため

に、子どもの権魂条約の成立史にみる分響・領域

の受け入れ方とその質・程度について探る必要が

ある。そのことによって、意見表鱗権や娃会参越

権、学習権はアクティブな連想を生むが、纏縫、

保護1まやや受け身なニュアンスを感じさせる。主

体的な選援、ケアを選択できる意志と能力への饑

きかけがケア自身に存在することを窮確乾せねば

ならない。このことが亙つめのステージの綾討内

容になる。

㈱7奪惑月

　2）いじめ購題へのケアモデルーケアと教育的

　　　　　　　　　　　　　　　　営み

　教蕎的ケアは、いじめ問題を社会の病蓬構造論

の角農：からとらえる橋鍍：しになるのではないか。

ここには「綴絶」ではなくまた予防モデルとも異

なるオルタナティブを探る察的がある。このケア

モデルそのものは筆者の造語であるが、縫来の医

学モデル、教育モデル、あるい慧麗発モデル、技

術モデルとも異なったアプ欝一チのまさに「開発」

でもある。

　概して、ケアとは直接的な嬉象への鰻携的接近

を愚昧する。しかし、ケアとは最魏から燧iみやい

らだち、無力感からの解放・漏復をめざしていな

い。ある教奮計霞の発展を実行に移す行為で1まな

い。看護学の領域でのケアに難して言うと治療と

いう薄越的行為そのものではない。

　いじめのケアは蟻1的嘉こは次のような現われ方を

する。不安や憾みに気づいてほしい、心翫してほ

しい、愛してほしいと声やサイン。また、学校や

教錘・大人への不満、縫鵯、不信感をじっくりと

聴いてほしい。こうした表現に淫面から講き合い

っきあうことがケアの実態である音㌔したがって

ケアとはいったん失った平衡状態を匿1復したむそ

の状懸の維持を懸けるために、茎っはストレスの

原遜となる頼散髪減少する聚境へのアプ澄一チ。

そしてもうiつが蝦象の§然の防御と趨癒の作罵

を維持させることへのアプローチである。若干整

鍵すると、以下の点である。

　①韓象が置かれている状溌で直面している問題

　　を明らかにすること。

　②蠕象嚢身がその麗麗に気づくようにすること

　③その問題に直面できるように保護し、支援す

　　ること

　④新しいもうiっの糧界への鴛勤様式を試みて

　　みたり試すことができる場を持てるようにする

　　こと

　⑤子どものもっている表現力、錘解力、鵯懸力

　　などを活かすことができるような「1まげまし卦

　そうすると、④の点から見ると今馨生活捲導で

いわれる「居場辮」論縁iっのプ露セスとしての

時空穰であむ、鰹人の生活轡1界の｛羅分であったり、
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緊急避難場所であることを自覚する必要がある。

これは学校における保護と篠雛の鍵置についての検

言言内容1こ毒まズ》ならなも、o

　いじめ克騒へのケアモデルついては次のように

考える。

　その亙つが、懸人が自己の羅かれている績溌下

で有効に機能を発揮する能力を鋳害しようとして

いる事極を克羅できるよう毒こなんらかの方法を講

じることである。その場合、欝きかけの要素とし

て身体的なケアに集約できる支援的なものと言語

難語を通じた穏談的な、指導的なものとに分ける

ことができる。身｛本的なものと墓ま椿事のストレス

や苦痛を軽減し、そこでの満足感や癒しをめざし、

直接的導こ身体を保護すること、身の回むのお轡1話

としてのケアをさす。樽談的なものとは、解決の

方陶｛書けができるように書葉によるコミュニケー

シ欝ンを通じた靉靆である。

　3つめの指導的なものとは、親人が自己解決で

きるように必要に慈じて手だてを活躍していける

ように条件を整備したり、欝宣していく驚分に嚢

びを感ビ、霞己を励ましていくような活動をみず

から生み鐵すことだといえる。このステージでも、

ケアが鐵きかける一饑きかけられる両者の共属し

ていく穏夏作灘の遜程がテーマとなる。

　3）「特購なニーズ教育」と通常教育

　イギ蔭スの「ウ愈一ノック澱告燈g総葎）以来、

急速に鉱毒麺）っっある5特雅なニーズ教奮」概i念

は、ユネスコがそれを共通言認として繙いている

ことにあらわれているように、障害髭を含めニー

ズを持つ子どもへの適窮な教育を保薄することを

意味している。醤本においても障害難に畷ること

なく、登校姫否や学習露難など特攣1なニーズを持

つ子どもたちが通常学綴にお鯵、この機念をこれ

からどうとらえていくのかが問題になっている鴨

　まず、「特懸な教育的ニーズ」（恥ecia董

猛盛簸。滋給筋屋翼e綴s〉麟究の露内外の動向からケ

ア緩念の奉質的理解と実践的ストラテジーについ

て考察する。

　S翼翼学会の動詞から、清水貞夫氏は特雅なニー

ズ教奮とインテグレーション学会が持つ課題の特

徴について次のように逮べている。

　「一つ毒こは、葬車書髭と通常の子・どもという憂く羅彗

によって実践や学閤藩究の分野に境界線を撰かな

いで、現在の教育状溌下でζ特撰な教育ニーズ轟

をもつ子どもの適切な教育保縫の実現のために、

通常教育と障害発教育の共購の統合を実理するこ

とで、学校（教官）改革を実現しようとしている

ことである。

　二つめには、子ども・青奪が特購な教鳶的ニー

ズをもつ場合、その子ども・青隼が適燐なサービ

スをうける権利茎をもっことを認め、その実現を日

捲す。子どものもつ「特幾な教育ニーズ」に麟癒

するサービスを特幾な懇懇や慈悲と考えるのでな

く、子どもが本来的にもつ権羅の靉靆として控握

して・発達課薄を実現するためのサポートとして

みるということであるΦ

　三つには、蒋雅なニーズ教育の内容、方法・技

術、篠懸装鐙などに関する実践教育を確立するこ

とを日捲すということである．単なる遅念や評論

でなく、教育饗場での優れた実践麟究を畷駁しな

がら、鍵論が実践に埋没することなく、理論と実

践の有機的な共瞬と統合を課題にするということ

である。轡

　通常教育と障害発教育の統合による籍たな領域

を学問として確立することに目的をもつこの学会

の設立趣雪に着目すると、大きく教欝実践をめぐ

る2っの枠緩みがある。iっ慧教官実践という穰i

念が学校教奢改革の実理に資する麟造的な営みで

あること、璽在の教畜績溌を駈与のものとして受

け入れるのではなく奉来の教育保簿を実覆するも

のであることを示している。2つめはその実現過

程において通常教育と障害児教育との其限、統合

を蝶介とした学校教育改革を擬超している点で、

遷論的実践的に課題を瞬らかにする機念装選とし

ての「教欝実践」をあらわそうとしている。学会

という牲賂から見て、関縣者の交流、麟話を通む

た醗究深銘を際的とするものであるが、教畜実践

羅念を再構築する意園性を承験しているところに

瀧目したい。

　そこで第器条について政府訳とつぎはユネス

コ訳とを娩較検討してみたいo
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　＜政飛訳＞

　「2．締約国は、障害を有する髭童が特磯の養

護についての権舞を脅することを認めるものとし、

舞舞罫讐能な手段の下で、申し込み書こ臨むた、かっ、

当該髭童の献溌及び父母又は晃童を養護している

飽の者の事椿に適した獲麟を、これを受ける資揺

を有する晃童及ぴこのような児童の養護について

責任を脅する者に与えることを奨励し、かっ、確

保する。

　3．陸害を有する児童の特渉麺〉必要を認めて、

2の震定に鍵って与えられる援勤は、父母又は当

該晃童を養護している弛の者の資力を考癒して可

能な震り無難で与えられるものとし、かっ、緯書

を有する晃童が羅能な醸り歓会への統合及び魑人

の発達（文牝的及び精神的な発達を含む。）を達

成することに資する方法で、当該晃童が、教育、

講き練、保健サービス、　iヌハビ嘆テーション・サー

ビス、雇灘のための準1藤及びレク1タエーシヌンの

欝97隼6月

機会を実質的に零獺し及び享受することができる

ように行われるものとする。」

　＜ユネスコ訳〉

　葬2．締約国は、陸害を持つ子どもには特斑な

ケアを受ける権利があることを認め、かつ、援勤

を受けるの資狢のある子ども浸びこの子どもをケ

アする責任を負う者に蝿して耕矯し得る手段の範

麟で、これらの者の申請に基づき、かつ、子ども

の条絆殴び子どもをケアする緩その健の者の事椿

に感じて、靉靆を奨励し、かっ、確保しな捗れぱ

ならなも㌔

　3．緯書を持つ子どもには特騎なニーズがある

ことを確認し、薩項の定めによりなされる靉靆1ま、

子どもをケアする競その勉の者の経済状態を考癒

して薄能な罹り無縷で行われなけれは1ならない。

又、隣害を持つ子どもが、できるだけ完全に社会

に参撫し、かっ、文他的、糖禅的な発達を含む子

ども鶴野の発達を達成するのに役立っ方法で、教

育、談1練、保健サービス、サハビ蓼テーシヨン・

サービス、職業講練険びレク箏工一シ華ンの機会

に効果的に接し、かっ、これらを実藤に科繕でき

るような麟度を設けなければならない謎

　養護とケアの訳鐡の違い縁すでに述べたが、ニー

ズとされる教官、譲練、1タハど1ナテーションをその

当事者に麗した最養の方法で導こうとする手だてが

これまでの権麟論よりいっそう鮮瞬になっている台

　この条項では、それまでの簿害者が基本的権利

を有するという考えを一歩すすめ、「特麟なケアヘ

の権利翼議e　r逡魏。｛脇e磁s曲至綴磁羅蹄ec重譲

。εぽe）を縁嚢寺に；薄’することを瞬書した。　これ濠ま先に

遽べた「最善の権秘の解萩と同様1こ、な1こか特

暴llな権孝1茎を巽章害晃に付与するのではなく、選i常の

子どもたちと実質的1こ瞬等の権利を享受でき、行

整できるというものである。子どもの能力や発達に

応ビてという教育を受ける権利はややもすると当事

者の能力や障害によって区窮をして考える下地に

なっている場合が多い。また、通綴捲導がはじま

ることで、通常学級で1ま障害箆教育を欠落させた

特殊教官の梓緩みによって、臆害児をめぐる実質

的な権萃1雛これまでなかった点を明確にしだ豊｝。

　一方、国外での勤陶では、緯艇庫の歓にスペ
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インのサマランカで聡縷された特購なニーズ教畜

に麗する轡界大会での「サマランカ声醗と行動大

綱」に見ることができる。この特驚なニーズ教育

に関する行動大綱墜（丁醜eF懸搬ewo虚飾rAc縫（逮

。簸恥ec里謡篤e麟s麓醜盤t墨。簸〉の序文3項目で次

のように述べている。

　「この行動大綱が特徴づけている基本原則は、

学校はすべての子どもを身体鶴、知的、社会麟、

嬉緒的、言語的あるいはその纏の条件に麗わるこ

となく受け入れねばならないことである。学校は、

薩害晃や健常髭、スト1｝一トチルドレン、過醗iな

労欝を強墾られている子どもたち、移往者の子や

遊牧渓、警語、民族、文化での少数諏の子どもや

その飽社会的に不稀な立場にある人々や周辺傾壊、

聡逡集極の子どもを含むべきである。（牛酪）学

校は、著しい不届と障害をもっている子どもを含

むすべての子どもを獲しく教育する方法を見いだ

さねばならない。特辮なニーズ教蕎をもつ子ども・

毒筆諺、大多数の子どものために設けられた教育

機麗に包摂されるべきであるという其通認識が生

まれている。これが、インクルージョン学校（i蜘

。茎襲sive　s磁oo墨）という機念に及んだ轡。

　障害発と健常盤との被会的統合がノーマライゼー

シ叢ン社会の嫁鯵濤として押し進められる境在、

このインクルージョン橿念はまさに通常の学校教

育にとって「毯から鱗が落ちる」璽象である。と

はいうものの、この緩念の観念的な流露は障害を

もつ人々への醸一的な機会均等と諸体系の漉鼠を

生み出しかねなも、。しかし、ノーマライゼーショ

ン、インテグレーション、インクルージョンをめ

ぐる馨本の内発的な契機をどう総揺するカ＼統合

学綴、通綴捲導を通じた障害晃への治療的発達的

意味の科学性、薄書児教育での調練論と学習論の

穣互関係一挺会遇癒聖教薄観の克綴、生活との結

合鵜題、施設主義の克騒と地域ケア（蓬宅）への

見通しを壷行して考察する遍程で、羅内での定着

も夢ではない。このステージで1よ障害発教育で

の縫会的統合が生み出すケアとその縷継手の統合

に着目する。

　心髭童福鮭法の改蓬と子ども・家族

　c鍵e纏念の教毒学的考察にとって、従来の法

媛機念としてどのような泣舞にあったのかは先に

握示してきた「子どもの権羅条紛」の縷説から一

歩深めることが可能であろう。このステージでは

と静わ謬「保護」の機念との突き合わせで、子ど

も当事者と家族（緩権者）への着§が必要になる。

「名繭、国籍を知る権舞、窺を知り養畜される権

舞」（7条）、「家庭覆境を奪われた子どもの権萃虜

（2§条）、「犠牲になった子どもの心身の懇復と祇

会復帰涯（欝条）などの関係条項を鰍にとるまで

もなく、弱呆護」には強い権力轡三がある。「管理的

保護」「管理的養護達という解毅の上1こ宣1つた論

錘があるG

　学校教育が「保護」を鰐象とする営みは、教育

実践機念において不瞬確である上に、その愚昧内

容は司法福羅と大きく異なる。この不瞬薙さは教

晦懸人による保護的機能の私事乾、纒琴襲舞こよる

ものといえる。

　では学校という旛設でジ保護」とケアの麗係を

どうっなぐのか。

　ここではイギ1ナスのワグナー報告（緯88奪合

の施設ケアに関するε積極的選毅」に注§する。

この報告は次の観点を擾示する建｝。

　C蟹搬蓼一対象に難して靉靆化されたものであ

り、科絹者が安心感や安定感と共に尊重されてい

ると慰むられるものでなければならない。

　C嚢。墨ce一利絹者が8常生活において選線権を

得｛塗することは尊璽されねばならなも㌔

　Co難t麺癒舞一職員が提供するケアの一貫性、

舞絹者のこれまでの生活との継続性

　C熱賛ge一舞絹者によっては、生涯にわたって

成長する可能性があること、そして職員は舞灘者

の変乾する二一欝こ難癖できるよう努める。

　Co灘獄。葺Vai麗一実践活動が、哲学と懸鑓観

の共有を基盤として営まれていること。

　これらは、1タービングケア、すなわち、旛設か

ら娃会に復帰する時鱗に、社会的な自立に欠かせ

ない力を獲得するために必要な援跡や調練・鉢験

を受けることであ穆社会的な欝立準備である。そ

して自立支援のあり方ともいえる至％これらは子
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どもの最養の孝彗益が承人の尊厳をまもる形でなさ

れることであり、旛設職員（保母、生活指導員）

から愛されているのかと端的に表現できる。しば

しば、施設での観鑑や菟に至らせる体罰が見られ

るが、これ馨ケアが欠落することによって体罰が

行使される実態にほかならない。

　養護施設などでのケアは教育的ケアの本質に端

して大きな示唆を与えてくれる「鑪盤といって過

書ではない。

　§）教縣のケースワーカー的力量形成の椀点

　　　一sswの麟纏

　S綾沿oiSo盛譲wor髭あるいは鷺（沁。盆額〈）貸Weレ

毎reWG虚でいわれるスクールソーシャルワーカー

の麟出という翼題。霞本では葺慣れな墾ものかも

しれないが、ガイダンス・生活捲導の文賑ではす

でに麦9鷺年代から存在する圭5㌔学校で子どもた

ちが安心できる生活や学習をおこなう場合に、学

校で生活するための獲麟はその身捧的、心理的、

縫会的、経済的条韓においてさまざまである。そ

の場合、多くは綴溺的条件に学校があわせるので

はなく、義務教育であっても鵜罵者が私的事由と

して全捧にあわせる実態がある。義務教濤が緩、

親権者の義務であって、国家が優れた教育を、次

代を握う子どもたちに無難で礎僕するという本来

の姓絡が変質している状溌にあって、学校編糧事

業を取りざたする実態にはいたっていないG

　学校鐙中で、保健、衛生、職業指導、ケースワー

ク、経済的靉靆、家族麗係への介入など、もとも

と教畜課程に属さな雛ような援勘の体系がある。

いわばこうした藻分への専離職麟の導入をめざし

たスクールソーシャルワ一方ーヘの志向を考えた

い。これは本論の至つの懸緒として、重要な部分

を占めるものでもある（社会調室を受け持つケー

スワークの1麟面）。

　就学援勧（学校教育法第篶条、第6章「盲学

校・聾学校及び養護学校への就学奨励に関する法

律）や学校での保健活動の計錘（学校保健法）、

災害給醤の縫題継本学校安全会法）、給盆サー

ビス（学校給食法〉などは、学校教官そのもので

おこなう学習活藪やそれを補勤する保健・衛生、

醜？奪暮月

職業捲導、心理学的・精神獲学的サービスとそれ

それの家庭での条件や競（霧権者）とを結びつけ

る懸霧的な獲麟なくして成立しない。給食でアト

ピーの子どもが盤去食を必要とする場合もまだま

だ綬からの準し畿と縫方敏頼なしにはことが進ま

ない状溌にある。受益者負鐙型であったり魑懸麟

慈型の献混において、縫全一駿でいうソーシャル

ワーカーの教育活動への導入は学校カウンセラー

の導入と重なりながらも独§な活動が予想される。

　ゼスクールソーシャルワークは学校の活動詩嚢

（プログラム〉の一藻であり、麗童生縫の学校適

応圭の羅難の原馨毒こなるような茎圭会的及び構緒的

な羅1題をもつ箆童生徒を援勘する。饗1童生縫がも

つ問題が多くの場合複雑で、晃童生縫§身、その

家躾や琵嚢境の中1こあるコンフ写クトないし緊張の

結栗であることを教舗たちはよく矯っているαそ

こでこれらの状溌に対卜する援勘注（ケア蓼ング）

として奪閉的な講練を受けたスクールソーシャル

ワーカーの知識と技徳の必要性は多くの教育関係

者が認めるところである。」蝿㌔

　生活指導、ガイダンス藩究の立場からアメ撃力

やイギ1ヌスの先行事夢建（とりわけi§7｛｝葺三代蹴降）

を数見しても学校編縫教論、学校橿縫上の意秣づ

けは次の点に醸癒される場合有効といえる。その

iつは通常の教縣との役割分覆の名による謬羅余や

分離をどうさけるか。2つめは、多様な職種を学

校内に畿還することをめぐる膏政的麟度的可能性

である。しかし、まず着手すべき1嵐こうした専

闘職の導入の可能性を追求しっっ、一教締が被会

と燧人、開題牲と人格の尊厳、学校と家族、学校

と援勘專鍔職・機関をつなぎ、コーディネートし

得る力量影戯にある。その点で養護教論の養成諜

穫や、社会編羅での社会穰磁土の養成課程と教員

養成課程の連続嫉の探求が必要になる。

　6）新たな教奮実践の課題一教育実践と教育臨床

　この講者の機念趨走や体系的関係控握について

の譲議は磯の機会におこなうが、実体的な次元で

の関係揺握について少し遽べておく。

　教欝臨床の繕語が薮鴬実践のステージで「学」

あるいは野謝として現時点で体系纏があるとは
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いえない。しかし、学校の子どもたちの生活や学

習の今嚢的課題を綴解いていく上で、この繕議1ま、

これまでの子ども観や学習観、学校観および教育

のシステム、方法・綾織の再縮、再生に鍵もうと

する志海牲をもった観念であることには違いがな

い。医療・保健・看護、心鍵、編羅などの鍵来の

臨鎌分野の立場からは違穂懸を隠し簿ないところ

があるかもしれない。憂来の学校や教官の営みの

中で、皺む残されてきた（表纒乾しなかった）、

保護、後勘、支援、あるいは受容、共感の内容や

方法を子ども・蕎年の身体的精神的癒しの文賑の

中でとらえ直そうとする。こうした営みが教育臨

鎌の本質である。学校教育でいう生徒指導・教育

揺談にも領域では重なるが、教畜相談一纒磯懸人

撫導、生後指導…集懸指導の蒲者に重なりきるも

のではない。その意殊で、教える、育てるという

膏為主体（教育、教範、学習粧〉の灘からみたも

の、教えられる、育てられる行為主体（子ども当

事者）の灘からみたものとに分けることによって

成立する後者が教欝臨床である。子どもと教臨が

ともにつくる「業縁学習」は子どもの灘からの学

びの総称と考える。

　したがって、教育穣談縁教蕎醗鎌の一認分であ

り、教科・学習と教科外・生活捲導という領域麹

分ではなく、魑入の社会的懲立に寄与する教育の

機能面から区慰した凝念として位置づく。教育構

造講が提起された欝欝年代頃の領域論での文賑

とは教育や子ども、娃会をと管まく状溌が異なる。

しかしそれ以■しに、現実的には役割分糧という効

率化志遜がもたらした「弊害」として機能論の葬

科学牲や非体系牲が幾鵯の対象となるべきであろ

う。まさにこの影をとって領域譲の課題が隠蔽さ

れたと見る必要がある。

　ところで、彩臨床」鞍念には治療（ク蓼ニッタ）

の鍵藏が強調される。治療モデルによる人聞控握

と教育モデルによる大鷺鐙握の搬違は時として意

懸尋獲一無意緩｛塗や意識辮三一無意識樵、ある外在的

な基準に合うか合わないかという尺度での麩懸で

は端紅できなも・。人糞の心鍵や発達の一般法麟の

基軸との差異に着羅することはある基準に到達し

たかしないか、できるできないの尺度で享畷llしが

ちな教育の難題点と繕1羅糧となる。

　では、いかなる購域要素によって実践が絞宣し

うるのか。以上の複点から筆者は、教育実践の意

味を以下のようにまとめておきたい。

　・醗存の麟穫：や習濃をつくりかえる営みである

　　こと。

　・大鷺が人懸に縫きか毒気生活をよりよいもの

　　につくむかえていく行為であること。

　・縫会的法羅や原則・原理を支える文賑が大疑

　　の身体的・精神的発達をくぐって成立するこ

　　とを不可欠とするもの。

　・鮨導や援勘の技術・技法を開発する営み

　・捧験を不可欠とする行為の連続的行為

　以上のことから、このステージでは方法・技術

講の展麗からケア凝念に迫ることになる。

　7）コミュニティー・ケアヘの展望

　本来、地域の援跡專轡家・ケアワーカーが結ぴ

っくのはある対象者綴人の病気や社会的不秘だけ

ではない。その蝿象者が饑き、学ぶ、生きるその

地域に、瞬時的に生きて薄く援勘専門職や教麟、

地域往戻がいる。すなわち、人と人との蝶介にコ

ミュニティーが存在する。援跳者のチームワーク

論がもっとも遅れている。ケースをめぐる麗孫者

のチームワーク・連携の重要性ならび1こ意義1こつ

いては枚挙のいとまがない。しかし、それそれの

バート聞のつながりの方法論はやや杓子定媛であ

む、薩品が撫工流通されるがごとくラインでの表

現にすぎない。このように、つながりの方法論の

策定がもっとも弱い。コミュニティー・ケアとは

コミュニティーの生活の営みと暮らし、重t事、生

きがいとケアワークとの連続性、遮断つき合いの

もつ癒しの実態、ひいては鐘域の教奮力の再麟造

を愚妹する。この点は蔓から6までの基盤になる

と思われるが、この醗究では地域生活捲導の機念

検討とあわせて考察する。このステージは、ケア

をめぐる行為論ではなく関係推譲の麗麗になる。

プ礁鷺一グの小括一「つなぎの教育力」の再盈

戦後響本における「教官実践」という機念にお
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いて、ケアの位置づけは付随的であったとしても

目覚的に掻われることが少なかった。だが、この

矯霧｝にこだわることなく多くのダイナミックな実

践を羅常的に醤にする。これ1ま、ただこれらの実

践が新たなケアとしての行為・待動を表現する観

念や矯藷を持ち合わせていないかあるいは体系乾

が遅れているとみるべきであろう。

　今後、養護、養育、看護の領蟻に固有な絹語で

あるケアと教育をつなぐ意殊が含み持っているも

のをさぐるのは大切であり、より現代鮭会のトー

タルな子ども観、人聞観に迫れるのではないだろ

うか。

　（｛寸記）

　なお、奉稿の一鶴は第騒騒舞本特殊教育学会

のシンポシウム「2i轡紀の障害箆教育の展望と

課題」（緯麗、9、簸、東洋大学）で筆者が鞍害し

たもののを撫筆鬱憂1したものである。

　　　　　　　　　　　（茎§留年4月賛§受鍵）
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